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12
月
号 

第
47
回 

神
無
一
族
の
氾
濫 

担
当 

神
無
七
郎 

☆ 

今
回
は
「
所
属
」
に
関
す
る
変

則
詰
将
棋
の
特
集
で
す
。
特
に

中
立
駒
は
初
見
の
方
も
多
く
、

そ
の
基
本
的
性
質
の
把
握
が
難

関
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

①
ば
か
詰 

149
手 

神
無
七
郎 

 

攻
方
持
駒 

飛
香
歩
８ 

受
方
持
駒
な
し 

18
飛
、
29
玉
、
19
飛
、
38
玉
、 

39
香
、
49
玉
、
38
香
、
58
玉
、 

59
歩
、
69
玉
、
58
歩
、
同
玉
、 

「
59
飛
、
68
玉
、
69
飛
、
57
玉
、 

59
飛
、
58
香
、
同
飛
、
47
玉
、 

57
飛
、
同
玉
、
59
香
、
58
飛
、 

同
香
、
同
玉
」（
＝
Ａ
）、 

59
歩
、
同
玉
、
57
飛
、
58
香
、 

同
飛
、
69
玉
、
Ａ
、 

59
歩
、
同
玉
、
57
飛
、
58
香
、 

同
飛
、
49
玉
、
59
飛
、
38
玉
、 

39
香
、
29
玉
、
38
香
、
18
玉
、 

19
歩
、
17
玉
、
18
歩
、
同
玉
、 

19
飛
、
27
玉
、
17
飛
、
同
玉
、 

19
香
、
18
飛
、
同
香
、
同
玉
、 

19
歩
、
同
玉
、
17
飛
、
18
香
、 

同
飛
、
29
玉
、
19
飛
、
38
玉
、 

39
香
、
49
玉
、
38
香
、
58
玉
、 

Ａ
、
59
歩
、
同
玉
、 

57
飛
、
58
香
、
同
飛
、
69
玉
、 

Ａ
、
59
歩
、
同
玉
、 

57
飛
、
58
香
、
同
飛
、
69
玉
、 

Ａ
、
59
歩
、
49
玉
、 

19
飛
、
38
玉
、
39
香
、
27
玉
、 

17
飛
、
同
玉
、
19
香
、
18
飛
、 

同
香
、
27
玉
、
17
飛
迄
149
手
。 

止
少
丘
八
―
歩
を
香
に
変
え
る
魔

術
。 

中
澤
宣
幸
―
持
駒
変
換
サ
イ
ク
ル

が
よ
く
で
き
て
い
ま
す
ね
。 

☆ 

本
作
の
主
題
は
拡
大
型
持
駒
変

換
。「
Ａ
」
と
略
記
し
た
手
順
で

盤
上
の
飛
を
持
駒
の
飛
に
変
え
、

そ
の
飛
を
利
用
し
て
歩
を
香
に

変
え
る
持
駒
変
換
が
本
作
の
基

本
素
材
で
す
。 

占
魚
亭
―
17
香
消
去
が
目
的
。
見

事
な
リ
ピ
ー
ト
手
順
で
す
。 

☆ 

最
初
の
持
駒
変
換
は
２
回
が
限

度
。
17
香
消
去
で
持
駒
変
換
が

３
回
可
能
に
な
り
ま
す
。 

☆ 
以
降
は
収
束
で
す
が
、
こ
れ
が

意
外
と
難
関
で
し
た
。 

原
雅
彦
―
収
束
５
手
に
繋
げ
る
最

短
ル
ー
ト
に
手
こ
ず
る
。 

☆ 

138
手
目
49
玉
が
ち
ょ
っ
と
し

た
破
調
。
こ
こ
で
同
玉
か
ら
収

束
に
入
っ
た
せ
い
で
、
１
歩
不

足
で
諦
め
た
方
や
、
１
歩
多
く

使
っ
て
173
手
で
解
答
さ
れ
た
方

が
続
出
し
ま
し
た
。 

☆ 

本
作
は
持
駒
変
換
が
２
回
か
ら

３
回
に
増
え
る
だ
け
で
す
が
、

１
回
か
ら
４
回
ま
で
増
え
る
順

次
拡
大
も
実
現
可
能
な
は
ず
。

ど
な
た
か
ぜ
ひ
挑
戦
を
！ 

②Andernach

ば
か
詰 

９
手 

青
木
裕
一 

 

持
駒 

金
香 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

ばか詰 149手

金

桂 歩 歩 歩 桂

金 歩 銀 香

金 歩 桂 桂

銀 香 香

玉

攻方持駒 飛 香 歩8
受方持駒 なし
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一
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四

五

六

七

八

九

Andernachばか詰 9手

歩

玉 銀

金

持駒 金香
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65
金
、
44
玉
、
54
金
、
同
銀
転
、 

47
香
、
同
金
転
、
45
銀
、
55
玉
、 

56
金
迄
９
手
。 

【Andernach
】
駒
を
取
っ
た
駒

（
玉
を
除
く
）
は
、
そ
の
場
で

相
手
の
駒
と
な
る
（
相
手
の
駒

に
な
る
手
を
「
転
」
で
表
す
）
。 

福
原
徹
彦
―
初
形
か
ら
金
銀
の
向

き
が
変
わ
っ
た
だ
け
！ 

原
岡
望
―
金
銀
を
そ
の
ま
ま
ひ
っ

く
り
返
す
。
初
手
が
鍵
。 

作
者
―
初
形
と
詰
上
り
の
盤
面
の

違
い
が
金
銀
の
所
属
の
み
と
い

う
狙
い
で
す
。 

☆ 

解
説
す
る
の
も
野
暮
に
感
じ
ら

れ
る
ユ
ー
モ
ア
作
。
も
ち
ろ
ん

ア
イ
デ
ア
一
発
で
終
わ
り
で
は

な
く
、
玉
を
追
い
出
す
不
利
感

の
あ
る
導
入
部
や
、
５
手
目
の

限
定
打
な
ど
詰
将
棋
ら
し
い
手

も
し
っ
か
り
入
っ
て
い
ま
す
。 

中
澤
宣
幸
―
お
前
ら
揃
い
も
揃
っ

て
と
い
う
感
じ
（
笑
）。 

☆ 

本
作
同
様
「
守
備
駒
の
寝
返
り
」

の
主
題
を
持
つ
作
品
に
は
神
無

太
郎
氏
作
、
ば
か
詰
17
手
（
詰

パ
ラ
2003
年
６
月
）が
あ
り
ま
す
。

駒
取
り
が
手
順
に
入
る
の
が
こ

の
主
題
の
難
点
で
す
が
、Ander

nach

な
ら
捨
駒
で
こ
れ
を
実
現

で
き
ま
す
。
難
点
を
利
点
に
変

え
る
着
想
が
見
事
で
す
ね
。 

③Andernach

ば
か
自
殺
詰 

８
手 

変
寝
夢 

 

持
駒 

包 

31
包
、同
馬
転
、
75
馬
、同
龍
転
、 

35
龍
、
同
馬
転
、
17
馬
、
28
金 

迄
８
手
。 

【
パ
オ
（
包
）
】
中
国
象
棋
の
駒
。

動
く
と
き
は
飛
車
と
同
じ
。
駒

を
取
る
と
き
は
必
ず
一
つ
駒
を

飛
び
越
え
て
取
る
。 

占
魚
亭
―
楽
し
い
連
鎖
。Anderna

ch

ら
し
さ
に
溢
れ
た
快
作
。 

☆ 

ま
ず
は
初
形
を
よ
く
観
察
し
ま

し
ょ
う
。
盤
上
の
龍
や
馬
が
全

て
玉
に
利
い
て
い
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
せ
ん
か
？ 

そ
し
て
、

こ
れ
ら
を
攻
方
の
駒
と
し
て
利

用
す
る
た
め
にAndernach

ル
ー

ル
を
使
う
こ
と
に
気
付
け
ば
、

も
う
解
け
た
も
同
然
で
す
。 

作
者
―
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
３
回
が

狙
い
。 

福
原
徹
彦
―
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ

の
よ
う
な
手
順
。 

☆ 

駒
の
所
属
が
変
わ
っ
て
も
ス
イ

ッ
チ
バ
ッ
ク
と
呼
ぶ
か
ど
う
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
馬
→
龍

→
馬
の
リ
レ
ー
は
正
に
ピ
タ
ゴ

ラ
ス
イ
ッ
チ
そ
の
も
の
。
多
く

の
解
答
者
が
短
評
で
そ
の
名
を

挙
げ
て
い
ま
す
。 

和
田
裕
之
―
こ
の
系
の
ル
ー
ル
は

い
つ
も
最
後
同
馬
転
ま
で
９
手

と
し
た
く
な
る
。 

☆ 

最
終
手
同
馬
は
「
転
」
で
自
玉

に
王
手
す
る
反
則
。
従
っ
て
28

金
迄
で
詰
み
と
な
り
ま
す
。 

和
田
裕
之
（
続
き
）
―
３
連
続
即

時
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
！
は
面
白

い
が
、
包
が
初
手
だ
け
な
の
は

拍
子
抜
け
。 

☆ 

主
題
の
好
評
さ
に
比
べ
、
こ
の

包
の
使
い
方
は
不
評
で
し
た
。

フ
ェ
ア
リ
ー
駒
を
使
っ
た
作
品

は
、
そ
れ
に
見
合
う
手
順
を
期

待
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要

に
な
り
ま
す
。 

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Andernachばか自殺詰 8手

馬 龍

馬

玉

王

持駒 包
※包:パオ（象棋の包）
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④
ば
か
詰 

５
手 

神
無
太
郎 

 

攻
方
持
駒 

ｎ角 

受
方
持
駒 

残
り
全
部
（
中
立
駒
） 

44

ｎ角
、
33

ｎ飛
、
43

ｎ飛
成
、
33

ｎ飛
、 

32

ｎ飛
成
迄
５
手
。 

 

【
中
立
駒
】
ど
ち
ら
の
手
番
で
も

動
か
せ
る
駒
。（
横
向
き
の
字
か
、

横
に
ｎ
を
付
加
し
て
「
n駒
」
と

表
記
。
細
則
は
出
題
稿
参
照
。） 

☆ 

中
立
駒
は
本
誌
で
は
ま
だ
馴
染

み
の
な
い
方
も
多
い
は
ず
。
ま

ず
そ
の
基
本
的
性
質
の
分
析
か

ら
入
り
ま
し
ょ
う
。 

竹
園
政
秀
―
こ
の
ル
ー
ル
で
は
両

王
手
し
か
詰
ま
な
い
。 

☆ 

「
し
か
詰
ま
な
い
」
と
は
限
り

ま
せ
ん
が
、
中
立
駒
の
王
手
に

は
そ
の
王
手
駒
を
逃
が
す
受
け

が
あ
る
の
で
、
詰
ま
し
に
く
い

こ
と
は
確
か
。
両
王
手
は
最
有

力
の
選
択
肢
で
す
。 

和
田
裕
之
―
例
題
と
違
っ
て
こ
の

位
置
で
は
両
王
手
で
な
い
と
詰

み
に
く
い
。
角
打
ち
の
場
所
を

限
定
す
る
意
味
を
考
え
た
ら
解

け
た
。 

福
原
徹
彦
―
中
立
駒
な
ら
で
は
の

飛
合
の
逆
用
に
味
が
あ
る
。 

駒
井
信
久
―
ば
か
詰
に
中
立
駒
は

鬼
に
金
棒
？ 

☆ 

中
立
駒
の
合
駒
は
す
ぐ
さ
ま
攻

方
の
駒
の
よ
う
に
使
え
る
の
で
、

協
力
系
ル
ー
ル
で
は
特
に
威
力

を
発
揮
し
ま
す
。
つ
ま
り
本
作

は
角
と
合
駒
を
利
用
し
て
両
王

手
の
詰
型
を
作
る
こ
と
が
解
図

の
目
標
と
な
り
ま
す
。 

中
澤
宣
幸
―
n竜
を
２
匹
召
喚
し
て

両
王
手
。 

岩
本
修
―
初
手
限
定
打
の
意
味
付

け
が
い
い
で
す
ね
。 

尾
形
充
―
45
玉
が
初
手
を
限
定
し
、

３
手
目
34

ｎ飛
成
の
余
詰
を
消

し
て
い
る
上
手
い
配
置
。 

☆ 

初
手
55
以
遠
に
ｎ角
を
打
つ
と

３
手
目
43

ｎ飛
成
が
自
玉
へ
の

王
手
。
ま
た
、
２
手
目
34

ｎ飛
成

も
自
玉
へ
の
王
手
の
反
則
。
45

王
は
効
率
的
な
余
詰
防
止
の
配

置
で
す
。
双
裸
玉
の
超
簡
素
形

か
ら
連
続
開
き
王
手
に
よ
り
両

王
手
で
詰
む
手
順
も
鮮
や
か
で
、

中
立
駒
入
門
と
し
て
理
想
的
な

仕
上
が
り
だ
と
思
い
ま
す
。 

⑤
ば
か
詰 

７
手 

神
無
太
郎 

 

攻
方
持
駒 

n 金

n香 

受
方
持
駒 

残
り
全
部
（
中
立
駒
） 

53

ｎ金
、
同
玉
、
55

ｎ香
、
54

ｎ角
、 

32

ｎ角
成
、
54

ｎ角
、
72

ｎ角
成
迄
７
手 

 

和
田
裕
之
―
ほ
と
ん
ど
の
中
立
王

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

ばか詰 5手

玉

王

攻方持駒 n角
受方持駒 残り全部（中立駒）
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龍

玉

龍
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持駒 なし

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五
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九

ばか詰 7手

桂

桂

玉

桂

桂

攻方持駒 n金n香
受方持駒 残り全部（中立駒）

9 8 7 6 5 4 3 2 1

一

二

三

四

五

六

七

八

九

馬 桂 馬

玉

桂 桂

香
桂

持駒 なし

 

（詰上り） 

（詰上り） 
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手
で
は
そ
の
駒
を
動
か
さ
れ
て

詰
に
な
ら
な
い
が
、
香
だ
け
例

外
。 

☆
受
方
が
55

ｎ香
を
動
か
せ
る
位

置
は
56
で
す
が
、
そ
れ
で
は
王

手
が
消
せ
ま
せ
ん
。
中
立
駒
で

詰
め
る
手
筋
は
④
の
「
両
王
手
」

や
、
出
題
時
の
例
題
で
使
っ
た

「
動
か
せ
な
い
王
手
」
が
あ
り

ま
す
が
、
本
作
は
「
動
か
し
て

も
解
除
で
き
な
い
王
手
」
が
使

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

☆
ま
た
、
本
作
の
解
図
に
は
も
う

一
つ
閃
き
が
必
要
で
す
。 

駒
井
信
久
―
ば
か
詰
な
の
に
す
か

し
詰
！ 

中
澤
宣
幸
―
合
効
か
ず
。
透
か
し

詰
は
不
可
と
思
い
込
み
苦
戦
。 

☆
初
手
53

ｎ金
は
妙
手
。
45

ｎ金
だ

と
最
終
手
55

ｎ金
で
香
を
抜
い

て
詰
み
ま
せ
ん
。
続
く
ｎ香
の
王

手
に
対
し
、
前
に
利
く
合
駒
は

す
べ
て
自
玉
へ
の
王
手
と
な
る

反
則
。
頭
の
丸
い
合
駒
が
必
要

で
す
が
、
桂
は
売
切
れ
。
従
っ

て
角
合
し
か
な
い
の
で
す
が
、

こ
れ
を
左
右
に
成
る
と
も
う
合

駒
は
で
き
ま
せ
ん
。
す
か
し
詰

で
は
な
い
の
に
合
駒
が
で
き
ず

に
詰
む
「
擬
似
す
か
し
詰
」
の

幕
切
れ
で
す
。 

岩
本
修
―
最
後
54

ｎ歩
合
が
一
瞬

打
歩
詰
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。 

☆
相
手
玉
を
詰
め
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
打
歩
詰
は
無
関
係
で

す
ね
。
あ
く
ま
で
自
玉
へ
の
王

手
の
反
則
で
す
。 

止
少
丘
八
―
桂
の
菱
形
配
置
が

色
々
な
受
け
を
消
し
て
い
て
上

手
い
。 

☆
52

ｎ桂
は
他
の
場
所
に
配
置
し

て
も
良
い
の
で
す
が
、例
え
ば
44

と
64
が
空
い
て
い
る
と
44

ｎ金
、

63
玉
、
66

ｎ香
、
65

ｎ角
、
83

ｎ角

成
、
64

ｎ角
、
53

ｎ角
成
と
い
う

両
王
手
の
余
詰
が
成
立
し
ま
す
。

ま
た
56

ｎ桂
は
44
と
64
に
利
か

す
だ
け
で
な
く
、
最
終
手
57

ｎ香

成
の
受
け
も
消
し
て
い
ま
す
。

従
っ
て
52

ｎ桂
・
56

ｎ桂
を
36

ｎ桂
・
76

ｎ桂
に
変
更
し
た
り
、

全
体
の
構
図
を
一
段
下
げ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
初
形
の
配

置
に
は
単
な
る
見
栄
え
以
上
の

意
味
が
あ
る
の
で
す
。 

☆
本
作
は
左
右
対
称
の
初
形
と
詰

上
り
、
二
度
の
角
合
と
そ
の
活

用
、
擬
似
す
か
し
詰
等
、
中
立

駒
の
手
筋
満
載
で
、
こ
の
ル
ー

ル
が
持
つ
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る

作
品
だ
と
思
い
ま
す
。 

【
総
評
】 

無
番
和
―
久
し
ぶ
り
に
１
問
解
け

て
嬉
し
い
で
す
。 

尾
形
充
―
何
と
か
な
る
難
度
で
楽

し
め
ま
し
た
。
全
解
な
ら
ば
初

め
て
の
快
挙
で
す
。 

☆
今
回
は
や
や
難
度
低
め
。
全
題

正
解
者
も
４
名
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ル
ー
ル
さ
え
分
か
れ

ば
楽
し
め
る
作
品
が
揃
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。 

〔
各
題
の
正
・
誤
・
無
解
者
数
〕 

①
９
２
９
②
14
１
５
③
９
１
10 

④
11
２
７
⑤
８
３
９ 

〔
解
答
成
績
〕（
太
字
５
名
当
選
） 

【
全
題
正
解
】
尾
形
充
、
須
川
卓

二
、
占
魚
亭
、
止
少
丘
八 

【
４
題
】
駒
井
信
久
、
中
澤
宣
幸
、

福
原
徹
彦 

【
３
題
】
原
雅
彦
、
原
岡
望
、 

和
田
裕
之 

【
２
題
】
岩
本
修
、
田
中
孝
海 

【
１
題
】
赤
井
秀
雄
、
無
番
和
、

桂
憩
、
竹
園
政
秀
、
中
山
芳
樹
、

山
本
強
志 

【
０
題
又
は
コ
メ
ン
ト
の
み
】 

鈴
木
彊
、
西
野
か
な 


